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していた。「リュービンカ」は彼女の愛称。
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17　Иван Григорьевич Терсинский (1817-1888). ペテルブルク神学アカデミーを卒業
後、サラトフで神学校教師をしていた。父はサラトフ大主教。1847 年に宗務院
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ている。См. Русский биографический словарь. СПб. 1912.
18　1848 年７月 10 日の日記に「リュービンカ、ペテルブルク住民になってすでに
１カ月以上」との記述がある［XIV, 152］。建物は Вознесенский пер. 41 に現存。
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もなく、1848 年はヨーロッパ全土が政治的に大きく動揺した年で
あった。チェルヌィシェフスキーもその影響を免れていない。この
時期彼は、ヨーロッパの政治過程を分析し、ルイ・ブランやプルー
ドンを知り、社会的弱者への共感から自らを「社会主義者」と自己
認識している。ヨーロッパの動乱という時代状況の中でチェルヌィ
シェフスキーは急進的思想へと傾斜していくのである。
しかし、それと同時に、本論においては、そのような急進主義思
想ではなく、テルシンスキー夫婦との同居という苦い実体験が、調
和的生活を説くフーリエの「ユートピア社会主義」に彼を結び付け
た可能性を指摘した。同様に、ロボドフスキーとの奇妙な共同生活
の中に、後に『何をなすべきか』で示される「新しい人々」の共同
生活、あるいは彼への金銭援助の中に「理性的エゴイズム」の原型
を見てきた。さらにまた本論においては、「理性的エゴイズム」の
源泉をキリスト教を説く隣人愛に求め、チェルヌィシェフスキーが
情熱を傾けた永久機関の開発もまた、キリスト教の説く人類救済の
展望へと結びつけて論じてきた。機械技術による労働からの解放は、
「ヴェーラの夢」の中でも示される、チェルヌィシェフスキーのユー
トピアである。
また一方で、フォイエルバッハの無神論やヘーゲルの左派的解釈
など、この時期にチェルヌィシェフスキーが触れながらも、消化し
きれなかった思想もある。ジョルジュ・サンドも自由恋愛思想とし
ては理解できたものの、経済的自立と組み合わせた女性解放論とし
ては受容できていない。フーリエの「ユートピア社会主義」もそ
のままではチェルヌィシェフスキーの協同組合論には結びつかない。
農村共同体論、あるいはオーウェンやミルの組合論をへて彼の「社
会主義理論」へと統合されていくのである。そもそもこの時点での
彼の「社会主義」はフランス第二共和制の文脈での「社会主義」で
あり、しかも彼はそれらに直接触れたわけではなかった。保守系の
新聞雑誌を通じて間接的に知ったに過ぎない。しかし、それぞれの
時点では顕在的に受容されなかったこれらの思想も、チェルヌィ
学生時代のН.Г. チェルヌィシェフスキー（大矢）
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シェフスキーの中で熟成され、後の彼の「急進思想」へと組み込ま
れていくのである。彼の「急進思想」形成過程の分析については後
日の課題としたい。
（令和２年度札幌大学研究助成による研究成果である）
